
（別紙） 物件目録

1　下記の構成を備えるオープン式発酵処理装置（以下「イ号装置」という。）

（1）図面の簡単な説明

図1は，イ号装置の全体的なレイアウトを示す平面図である。

図2は，図1の矢印2の方向から見る装置主要部の斜視図である。

図3は，イ号装置の撹拝手段を示す斜視図である。

（2）符号の説明

101・・・槽

101a・・・長尺壁

101b・・・側壁

101r・・・レー／レ

105・・・ロータリー式撹拝機

105a・・・回転軸

105b・・・パドル

105t）1‥・アーム部材

105C・・・掬い上げ部材

106・・・台車

113・・・脚部

（3）イ号装置の説明

イ号装置の槽101は，図1に示すように，幅（あるいは奥行き）が10m

弱で，長さが30～100mである。槽101は，幅方向の後側に長尺壁10

1a，左右両側にそれぞれ側壁101bがあるが，前面が開放されたオープン
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式である。

イ号装置は，投入された有機質廃物を撹拝するための手段として，ロータリ

ー式撹拝機105を備える。撹拝機105は自走することができ，一方の側壁

101b側から他方の側壁10l bまで槽101の全域にわたって移動するこ

とができる。

撹搾機105の台車106は，長尺壁101aから長尺開放面側に向かって

延びている。台車106は，長尺開放面側と長尺壁側とにそれぞれ自走のため

の車輪を備えている。一方の車輪は，台車106の脚部113の下端に位置

し，槽101の床面のレール101rを走行する。他方の車輪は，長尺壁10

1aに設けたレール上を走行する。

また，撹絆機105は，図2に示すように，脚部113側から長尺壁101

aの近くまで延びる回転軸105aを備える。回転軸105aには，その軸方

向の全長にわたって，その周面にパドル105bが多数本設けられている。

これらの各パドル105bは，図3に示すように，一端が回転軸105aに

固定され他端が回転軸105aから離れたアーム部材105blと，アーム部

材105blの先端に支持された掬い上げ部材105Cとから構成される。撹

拝機105は，一方向とその反対方向に回転可能である。
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2　下記の構成を備えるオープン式発酵処理装置（以下「ロ号装置」という。）

（1）図面の簡単な説明

図1は，ロ号装置の全体的なレイアウトを示す平面図である。

図2は，図1の矢印2の方向から見る装置主要部の斜視図である。

図3及び図4は，ロ号装置の撹拝手段を示す斜視図である。

図5は，図4の掬い上げ部材の部分を拡大した斜視図である。

（2）符号の説明

101・・・槽

101a・・・長尺壁

101b・・・側壁

101r・・・レー／レ

105・・・ロータリー式撹絆機

105a・・・回転軸

105b・・・パドル

105bl・・・アーム部材

105C・・・掬い上げ部材

105d・・・掬い上げ部材

106・・・台車

113・・・脚部

（3）ロ号装置の説明

口号装置の槽101は，図1に示すように，幅（あるいは奥行き）が10m

弱で，長さが30～100mである。槽101は，幅方向の後側に長尺壁10

1a，左右両側にそれぞれ側壁101bがあるが，前面が開放されたオープン
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式である。

ロ号装置は，投入された有機質廃物を撹拝するための手段として，ロータリ

ー式撹絆機105を備える。撹絆機105は自走することができ，一方の側壁

101b側から他方の側壁101bにまで槽101の全域にわたって移動する

ことができる。

撹搾機105の台車106は，長尺壁101aから長尺開放面側に向かって

延びている。台車106は，長尺壁側と長尺開放面側とにそれぞれ自走のため

の車輪を備えている。一方の車輪は，台車106の脚部113の下端に位置

し，槽101の床面のレール101rを走行する。他方の車輪は，長尺壁10

1aに設けたレール上を走行する。

また，撹搾機105は，図2に示すように，脚部113側から長尺壁101

aの近くまで延びる回転軸105aを備える。回転軸105aには，その軸方

向の全長にわたって，その周面にパドル105bが多数本設けられている。こ

れらの各パドル105bは，図3及び図4に示すように，一端が回転軸105

aに固定され他端が回転軸105aから離れたアーム部材105blと，アー

ム部材105blの先端に支持された掬い上げ部材105C又は掬い上げ部材

105dとから構成される。撹搾機105は，一方向とその反対方向に回転可

能である。

脚部113に近い側には，図5に示す掬い上げ部材105dが用いられ，そ

の半円弧状部が，図4に示すように，長尺壁側を向くように取り付けられてい

る。
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（別紙）

図1

本件明細書1図面

図2

図4
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図5

図7
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本件明細書2図面

図2

－131－

図4

11′58



図11

自k■

正竃　内側

2
一

－132　－



J
ノ

1

㌧

、

1

－133　－



別表

（a）エコマックス仙台分
売 上 高 仕 入 高

発 酵 機 械 ・走 行 レ ー ル 2 1，7 6 0 ．0 0 0 2 8 ，6 6 0 2 ，6 4 0 ．7 5 0

9 6 9 ，2 5 0

5 9 0 ．0 0 0

7 8 3 ．6 0 0

1 ，4 4 0 ．2 1 0

1 ．7 1 5 ．5 5 0

9 9 ．6 1 9

7 3 ．0 5 6

諸 経 費 （1 0 ％ ） 8 3 4 ．0 7 0

合 計 2 1．7 6 0 ．0 0 0 A
【コ 9 ．1 7 4 ．7 6 5

（b） 聖 籠 町 分

売 上 高 仕 入 高

撹 梓 機 オ ー プン 12 ．3 0 8，0 0 0 3．5 7 8 ．0 0 0 6 3 0 ．4 6 0
巻 取 りリー ル 1．2 16．0 0 0 3 1．2 0 0 3 9 2 ．0 0 0
操 作 盤 及 び 機 械 配 線 1．2 2 4，0 0 0 1，6 8 2 ，2 5 0
現 場 組 付 費 1．3 2 0．0 0 0 1，2 3 4 ，1 0 6
走 行 レー ル 6 5 0，0 0 0 13 5，3 5 6 7 1．4 0 0
試 運 転 調 整 費 3 3 3，0 0 0
運 搬 及 び レッカー 車 萱 6 2 4，0 0 0 1 3 6．0 0 0
諸 経 費 （1 0 ％ ） 1．7 6 7．5 0 0 諸 経 費 （1 0 ％ ） 7 8 9．0 7 7
合 計 19 ，4 4 2 ．5 0 0 合 ‾ 8．6 7 9，8 4 9

（C） お お え 朝 日 分

売 上 高 仕 入 高

撹 梓 機 オ ー プ ン 1 6 ．7 6 0 ．0 0 0 5 ．0 8 8 ，0 0 0 1 ．0 6 7 ．5 0 0

巻 取 りリー ル 1 ，3 16 ．0 0 0 7 8 0 ．7 8 0
操 作 盤 9 0 0 ．0 0 0 3 3 ．3 6 0 2 ．2 3 0 ．0 0 0
機 械 配 線 2 6 3 ，0 0 0

レー ル 工 事 1 ．6 2 0 ．0 0 0 2 9 3 ．5 4 4 2 3 6 ．5 9 6

現 場 組 付 費 1 ．9 3 8 ．0 0 0 8 8 9 ．9 0 0
運 搬 及 び レッカ ー 車 費 6 0 0 ，0 0 0 2 4 8 ．5 0 0

試 運 転 調 整 費 5 7 1 ，0 0 0 8 8 0 ．1 6 9

諸 経 費 （1 0 ％ ） 2 ．3 9 6 ．8 0 0 諸 経 費 （1 0 ％ ） 1 ．17 4 ．6 3 5
合 計 2 6 ．3 6 4 ．8 0 0 A口 1 2 ．9 2 0 ．9 8 4

（d）浪江町分
売 上 高 仕 入 高

撹 絆 機 オ ー プ ン 9 ，9 8 8 ，0 0 0 3 －8 4 3 ．0 0 0 9 4 2 ．9 5 9
巻 取 り リー ル 1．2 2 9 ．0 0 0 3 3 ．3 6 0 6 9 8 ．7 8 0
操 作 盤 7 0 5 ．0 0 0 5 0 9 ．0 0 0
機 械 配 線 2 6 1 ．0 0 0 1 6 0 ．0 0 0
現 場 組 付 費 1，2 0 2 ．0 0 0 4 9 乙5 0 0
走 行 レ ー ル 9 8 0 ．0 0 0 2 7 7 ．2 3 6 2 1 2 ．6 8 5
試 運 転 調 整 費 3 5 2 ．0 0 0 4 1 9 ．6 1 9
運 搬 及 び レ ッカ ー 車 費 4 2 8 ．0 0 0 1 9 7 ．5 0 0
諸 経 費 （1 0 ％ ） 1，5 1 4 ．5 0 0 諸 経 費 （1 0 ％ ） 7 7 8 ．6 6 4
合 計 1 6 ，6 5 9 ．5 0 0 A

lコ 8 ．5 6 5 ，3 0 3
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（e）鮭川村分
売 上 高 仕 入 高

撹 絆 機 オ ー プ ン 1 5 ．3 0 0 ．0 0 0 5 ．4 6 7 ．0 9 1
巻 取 り リー ル 2 ．1 7 0 ．0 0 0 3 3 ．3 6 0 6 5 0 ．0 0 0
操 作 盤 9 8 6 ．0 0 0 6 2 6 ．0 0 0
機 械 配 線 3 6 8 ．0 0 0

現 場 組 付 費 1 ，8 5 0 ．0 0 0 1 ．0 0 3 ．0 0 0
走 行 レ ー ル 9 0 0 ．0 0 0 1 6 3 ．0 8 0 12 8 ．9 0 0
試 運 転 調 整 費 5 4 6 ．0 0 0 6 7 4 ．0 1 6

運 搬 費 及 び レ ッカ ー 車 費 7 6 5 ．0 0 0 17 9 ．2 0 0
諸 経 費 （1 0 ％ ） 2 ．2 8 8 ．5 0 0 諸 経 費 （1 0 ％ ） 8 9 2 ．4 6 5
合 計 2 5 ．17 3 ．5 0 0 合 嘗 9 ．8 1 7 ．1 1 2

（f）なかよし分
売 上 高 仕 入 高

撹 絆 機 オ ー ブ ン 1 3 ．9 6 7 ．0 0 0 3 ．4 3 5 ，2 0 0
鋼 材 ・購 入 品 費 2 ．9 4 0 ．0 0 0 16 5 ，0 0 0
走 行 モ ー タ ー ・撹 搾 機 モ ー タ ー ・減 速 機 1 ．5 9 2 ．0 0 0 5 9 5 ，0 0 0

巻 取 り リー ル 1 ．8 7 0 ．0 0 0 4 5 1 ．0 0 0
機 械 配 線 1 ．9 5 0 ．0 0 0 7 5 9 ．9 6 2
溶 接 亜 鉛 メッ キ 仕 上 げ 1 ，2 8 3 ．0 0 0 4 5 4 ，8 0 0 2 4 ．6 7 0

T 型 レ ー ル 3 18 ，5 0 0 13 6 ．9 8 7
補 ；途 材 ・ボ ル ト類 ・塗 装 仕 上 げ 18 3 ．5 0 0 1 9 ．1 1 0
合 計 2 4 ，10 4 ，0 0 0 A口 6 ．0 4 1 ．7 2 9

（g） 六 角 牛 分

売 上 高 仕 入 高

撹 絆 機 オ ー プ ン 1 2．0 9 2 ，0 0 0 5．4 3 3．3 2 8
巻 取 りリー ル 1．3 5 0 ．0 0 0 6 4 5．0 0 0
操 作 盤

1．9 0 0 ，0 0 0
5 2 1，0 0 0

機 械 配 線 16 0．0 0 0
二 次 側 電 気 工 事 1．3 1 9．0 0 0
現 場 組 付 費 2．0 5 0 ．0 0 0 1，1 7 2，7 3 1
仮 試 運 転 及 び 本 試 運 転 費 5 1 5，0 0 0
レー ル 鋼 材 7 70 ，0 0 0 2 6 4．0 0 0
運 搬 及 び レッカ ー 車 費 3 5 7，0 0 0 2 0 9．0 0 0
値 引 き －5．7 0 0
合 計 1 9．0 2 8．3 0 0 含 引‾ 9，7 2 4．0 5 9

（h） 小 岩 井 分

売 上 高 仕 入 高

撹 絆 機 オ ー プ ン 6，9 2 5，0 0 0 2，2 2 5，6 5 5
操 作 盤 ・電 源 ケ ー プ ル 1，4 7 5．0 0 0 1．10 0．0 0 0
レー ル 鎖 材 6 7 7．0 0 0 2 0 5．5 0 0
組 立 指 導 員 派 遣 費 4 0 3．0 0 0 3 6 7．2 4 4
試 運 転 調 整 費 1 50 ．0 0 0
諸 経 費 （1 0 ％ ） 9 6 3．0 0 0 詩 経 費 （1 0 ％ ） 3 8 9．8 4 0
合 計 1 0，5 9 3．0 0 0 合 音 4，2 8 8，2 3 9
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（1）由利本荘分
売 上 高 仕 入 高

撹 絆 機 オ ー ブ ン 2 0 ．3 2 6 ．0 8 7 6 ，8 3 2 ．5 2 0
巻 取 り リー ル 1 ．2 8 4 ，8 4 3 7 5 6 ．15 3

機 械 配 線 4 3 0 ．7 78 1 7 8 ．7 8 3
操 作 盤 1 ．6 9 4 ．13 3 6 4 7 ．0 5 0
T 型 レ ー ル 4 9 0 ，9 5 2 2 7 6 ．3 3 8
機 械 設 備 据 付 9 7 2 ．0 0 0 8 9 7 ，3 7 5
空 気 設 備 配 管 5 9 4 ．1 7 5 4 8 5 ．0 6 3

機 械 設 備 誌 運 転 費 1 9 4 ．4 0 0 1 9 0 ．0 0 0
運 1鍛 費 及 び レ ッ カ ー 車 萱 5 3 0 ，7 5 0 1 3 6 ．0 0 0
合 計 2 6 ．5 1 8 ，1 1 8 A口 10 ，3 9 9 ．2 8 2
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